
資料１

令和７年度 福岡市薬物乱用防止対策推進協議会 
次   第  

 日時：令和８年１月１３日（火） 

 １６：００～１７：３０ 

場所：あいれふ 第２研修室 

１ 開  会 

２ 委員紹介 

３ 会長及び副会長の選出 

４ 議  事 

（１）令和６年度活動報告及び今後の取組について

（２）最近の薬物乱用の情勢について

（福岡県警察本部暴力団対策部薬物銃器対策課）

（３）九州厚生局麻薬取締部の再乱用防止支援事業紹介

（厚生労働省九州厚生局麻薬取締部調査総務課）

（４）大麻と OD の最新情報から薬物乱用防止を考える！

（福岡大学薬学部 薬学教育センター・薬学教育学研究室

生体機能制御学研究室 三島 健一 教授） 

（５）その他

５ 閉  会 
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資料２ 

福岡市薬物乱用防止対策推進協議会設置要綱  

 

（設置目的）  

第１条  薬物乱用問題について、早期の予防教育や地域での啓発指導の充実を図り、総合  

的かつ効果的な防止対策を推進するため、関係機関相互の緊密な連携及び啓発活動を目  

的とし、福岡市薬物乱用防止対策推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。  

 

（構成）  

第２条  協議会の構成は次のとおりとする。  

 (1) 会長、副会長、委員、幹事  

 (2) 会長は委員の互選により定める。  

 (3) 副会長は会長の指名により定めるものとし、会長を補佐し、会長に事故ある時は、   

その職務を代行する。  

 (4) 委員は関係機関の長又は機関の長が適当と認めた職にある者を充てる。  

 (5) 幹事は関係機関等の職員を充てる。  

 

（任期）  

第３条  委員及び幹事（以下「委員等」という。）の任期は２年とする。ただし、任期中  

であっても本来の職を離れたときは委員等の職を失い、本来の職の後任のものが委員等  

の職を引き継ぐ。  

２  補欠及び増員により選任された委員等の任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。 

３  委員等の再任は妨げない。  

４  委員等は任期終了後であっても次期改選までは委員等の職を務める。  

 

（会議）  

第４条  会議は、協議会及び幹事会とする。  

２  協議会は、必要に応じて会長が召集し、会長が議長を務める。  

３  会長は、必要があると認めるときは、協議会に関係者の出席を求め、その意見または  

説明を聞くことができる。  

 

（活動内容）  

第５条  協議会は、次に掲げる事項について協議する。  

 (1) 薬物乱用防止対策に関する総合的な計画の検討  

 (2) 各関係機関相互の情報交換  

 (3) 地域住民や他の関係機関への啓発・広報活動  

 

（事務局）  

第６条  事務局は福岡市保健医療局保健所地域衛生部医薬務・衛生推進課に置く。  

 

（委任）  

第７条  この要綱に定めるもののほか、協議会に必要な事項は会長が別に定める。  

 

 

   附  則  

 この要綱は、平成１２年８月１７日から施行する。  

   附  則  

 この要綱は、平成１４年４月１日から施行する。  

   附  則  

 この要綱は、平成１５年４月１日から施行する。  

   附  則  

 この要綱は、平成１８年６月１２日から施行する。  



 
 

 

   附  則  

 この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。   

   附  則  

 この要綱は、令和５年３月７日から施行する。   

附  則  

 この要綱は、令和６年１０月１１日から施行する。  



資料３

関係機関等 役職等 氏名

委員 福岡市薬剤師会 会　長 木原　太郎

〃 福岡大学 教　授 三島　健一

〃 福岡市医師会
常任理事

（小児科医）
植山　奈実

〃 福岡市医師会 常任理事 早渕　雅樹

〃 福岡市薬剤師会 副会長 竹野　将行

〃 福岡県警察本部生活安全部少年課 課　長 的野　史孝

〃 福岡県警察本部暴力団対策部薬物銃器対策課 課　長 古川　尚史

〃 福岡市保護司会連絡協議会 事務局長 渡邊　奈留美

〃 福岡市青少年育成連絡会 会　長 堤田　寛

〃 福岡市子ども会育成連合会 副会長 吉田　直信

〃 福岡市ＰＴＡ協議会 副会長 堀　円

〃 福岡市民生委員児童委員協議会 副会長 清成　厚美

〃 福岡市衛生連合会 会　長 石井　早苗

〃 西南学院大学学生支援部学生課 課　長 渡辺　清仁

〃 第一薬科大学 副学長 大光　正男

〃 福岡市こども未来局 理　事 村上　洋子

〃 福岡市教育委員会 教育次長 福田　大二郎

〃 福岡市区長会 早良区長 三宅　宏治

〃 福岡市市民局 理　事 髙橋　嘉隆

〃 福岡市保健医療局 理　事 田中　雅人

幹　事 福岡市薬剤師会 常務理事 吉村　宏

〃 福岡県警察本部生活安全部少年課 課長補佐 川﨑　和範

〃 福岡県警察本部暴力団対策部薬物銃器対策課 課長補佐 小野　聡

〃 福岡保護観察所処遇部門 統括保護観察官 山村　香織

〃 福岡市こども未来局こども政策部こども健全育成課 課　長 香月　千恵

〃 福岡市こども未来局こども総合相談センター連携支援担当 課　長 久保　健二

〃 福岡市教育委員会教育支援部健康教育課 課　長 松吉　泰直

〃 福岡市教育委員会指導部中学校教育課 課　長 竹内　義則

〃 区青少年担当代表（南区総務部企画振興課） 課　長 吉村　公孝

〃 福岡市市民局生活安全部防犯・交通安全課 課　長 米倉　照貴

〃 福岡市保健医療局保健所精神保健・難病対策部精神保健・難病対策課 課　長 水﨑　亜紀

〃 福岡市保健医療局健康医療部精神保健福祉センター 副所長 畑江　君枝

〃 福岡市保健医療局保健所地域衛生部医薬務・衛生推進課 課　長 肥前　昌一郎

（事務局）福岡市保健医療局保健所地域衛生部医薬務・衛生推進課

令和７年度福岡市薬物乱用防止対策推進協議会　委員等名簿
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令和8年1月13日（火）　１６：００～１７：３０

あいれふ　第2研修室

福岡市薬剤師会 福岡大学
　キ　ハ　ラ 　ミ　シ　マ

木 原 委 員 三 島 委 員

　　○ 　　○　　

福岡市薬剤師会
福岡県警察本部少年課
少年健全育成室課長補佐

　　タ　ケ　ノ  カワサキ

竹 野 委 員 　　○ 　　○　　 川 﨑 氏 （ 代 理 出 席 ）

福岡市医師会
福岡県警察本部薬物銃器対策課
課長補佐

　ハ　ヤ　フ　チ 　オ　ノ

早 渕 委 員 　　○ 　　○　　 小 野 氏 （ 代 理 出 席 ）

福岡市保護司会連絡協議会 福岡市青少年育成連絡会
　ワ　タ　ナ　ベ 　ツ　ツ　ミ　ダ

渡 邊 委 員 　　○ 　　○　　 堤 田 委 員

福岡市子ども会育成連合会 福岡市民生委員児童委員協議会
　　ヨ　シ　ダ 　キ　ヨ　ナ　リ

吉 田 委 員 　　○ 　　○　　 清 成 委 員

福岡市ＰＴＡ協議会 福岡市衛生連合会
ホ リ 　　イ　シ　イ

堀 委 員 　　○ 　　○　　 石 井 委 員

西南学院大学 福岡市こども未来局
　ワ　タ　ナ　ベ 　ム　ラ　カ　ミ

渡 辺 委 員 　　○ 　　○　　 村 上 委 員

第一薬科大学 福岡市教育委員会
　オ　オ　ミ　ツ 　　フ　ク　ダ

大 光 委 員 　　○ 　　○　　 福 田 委 員

福岡市区長会 九州厚生局麻薬取締部
　　ミ　ヤ　ケ 　　カ　ト　ウ

三 宅 委 員 　　○ 　　○　　 加 藤 氏

福岡市市民局生活安全部長 九州厚生局麻薬取締部
　ワ シ ズ 　　ス　ズ　キ

鷲 頭 氏 （ 代 理 出 席 ） 　　○ 　　○　　 鈴 木 氏

福岡市保健医療局理事 九州厚生局麻薬取締部
　　タ　ナ　カ 　　オ　オ　ツ

田 中 委 員 　　○ 　　○　　 大 津 氏

福岡市薬物乱用防止対策推進協議会座席表

事務局

随行者席

議
事
関
係
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令和６年度活動報告 

関係機関等名称 該当ページ 

（１）福岡県警察本部  

①生活安全部少年課 １ 

②暴力団対策部薬物銃器対策課 ２ 

（２）一般社団法人福岡市薬剤師会 ３～４ 

（３）福岡保護観察所 ５ 

（４）福岡市関係各局  

①こども未来局こども総合相談センター ６ 

②こども未来局こども健全育成課 ７ 

③各区企画振興課等 ８～10 

④教育委員会中学校教育課 11 

⑤市民局防犯・交通安全課 12 

⑥各区健康課、精神保健･難病対策課 13 

⑦保健医療局精神保健福祉センター 14 

⑧保健医療局医薬務・衛生推進課 15～16 

 



令和６年度活動報告
所属 担当者 川﨑、山崎 電話番号 092-641-4141 内線（ 3076 ）

目標

活動内容

対象者

全体の評価

令和７年度の
取組方針、
改善事項等

種別 人数 共催 協力

小学校 1,504人 パワーポイント 福岡市教育委員会

中学校 5,612人 リーフレット

高校 5,376人 啓発ＤＶＤ

市内全般 動画配信（Youtube） 県薬務課

ＳＮＳ（X）

リーフレット
シンナー乱用少年 ０人

覚醒剤乱用少年 ３人

大麻乱用少年 ３２人
シンナー乱用関係 ０人 ワークブック 県薬務課 児童相談所

覚醒剤乱用関係 ０人 リーフレット 保護観察所

大麻乱用関係 5人 医療機関

○ 小・中・高校生を対象とした薬物乱用防止教室の開催
○ Ｊリーグチームと共同した広報啓発動画の制作、SNSや動画配信アプリ（YouTube）、デジタルサイネージを活用した広報啓発活動
○ 薬物乱用少年の検挙・補導活動並びに少年に対し薬物を売買又は譲渡等する者（福祉犯被疑者）の取締り
○ 薬物依存等の問題を抱える少年に対する相談受理及び他機関と連携した立ち直り支援活動（Ｆ－ＣＡＮを活用）

　令和６年度の年間活動報告

令和６年中
インターネット、ＳＮＳ等を活用
した広報啓発活動

少年課

・街頭ビジョン（ソラリアビジョン、ＴＡ
ＭＡＹＡビジョン）や玉屋ビジョン等に
て啓発動画を放映
・NO DRUG,KNOW DRUGキャンペー
ン参加

福岡市内

福岡少年サポートセ
ンター

・警察官
・少年補導職員
・少年相談専門員

・前年比
シンナー乱用少年　±０人
覚醒剤乱用少年　　±０人
大麻乱用少年　　　-１２人

教材、資材
連携機関

活動ごとの評価

令和６年中 薬物乱用防止教育

福岡県警察本部生活安全部少年課

○ 小・中・高等学校等における薬物乱用防止教室（非行防止教室を含む）において、大麻乱用防止に重点を置いた指導・教育を実施した。
○ 県薬務課、福岡市教育委員会等の関係機関、Ｊリーグチームと連携した広報啓発活動を実施した。
○ 福岡市の大麻乱用少年の検挙人員は、令和６年中３２人（前年比－１２人）と前年より減少したものの、引き続き高い水準となっている。

○ 本年度も引き続き大麻乱用防止に重点を置いた薬物乱用防止教室を小・中・高校生を中心に開催していく。
○ 有職・無職少年の薬物乱用防止対策として、SNS（X）や動画配信アプリ（Ｙｏｕｔｕｂｅ）、街頭ビジョンを活用した広報啓発活動を推進していく。
○ 県薬務課と協働し、引き続き少年用大麻再乱用防止プログラム（Ｆ－ＣＡＮ）を推進していく。

○ 広報啓発活動の対象者として、小・中・高校生、有職・無職少年等
○ 取締り対象者として、薬物乱用少年並びに少年に対し薬物を売買又は譲渡等した者（福祉犯被疑者）
○ 立ち直り支援対象者として、薬物依存等の問題を抱える少年とその保護者

実施時期 活動内容 実施場所
参加者（対象者）

講師等

○ 大麻乱用防止に重点を置いた薬物乱用防止教育及び広報啓発活動の推進
○ 薬物乱用少年等の検挙・補導活動
○ 薬物乱用少年に対する立ち直り支援活動（大麻再乱用防止）

令和６年中
少年相談の受理
立ち直り支援活動

福岡市内

福岡少年サポートセ
ンター

・警察官
・少年補導職員
・少年相談専門員

・前年比
シンナー乱用関係　  ±０人

　覚醒剤乱用関係　  ±０人
　大麻乱用関係　 　＋１人

・令和６年中
１２,４９２人
　(前年比+３,６０７人）

令和６年中 薬物乱用少年等の検挙補導 福岡市内 警察署

1



令和６年度活動報告

所属 担当者 小野、羽生 電話番号 641-4141 内線（

目標

活動内容

対象者

全体の評価

令和７年度の
取組方針、
改善事項等

種別 人数 共催 協力

被疑者 885 検察庁

麻薬取締部

門司税関

海上保安庁

乱用者 374 リーフレット等 検察庁

大学生 約7740 リーフレット

ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ

市民全般

薬物乱用者の徹底検挙及び薬物供給源の壊滅と資金源剥奪に向けた取締りの推進
若年層を中心に大麻の有害性・危険性を認識させる大麻乱用防止の広報啓発活動の推進

参加者（対象者）

通年

３２７２、３２７３）

麻薬取締部と連携し、大
麻栽培事件及び覚醒剤
密売事件を検挙。
門司税関と連携し、覚醒
剤・大麻等密輸入事件を
検挙。

福岡県警察本部暴力団対策部薬物銃器対策課

地域警察官による街頭活動及び薬物乱用者に対する取締りの検挙者は、全薬物事犯８８５人（前年比－３７人）で覚醒剤事犯検挙者３４２人（前年比－２９人）、
大麻事犯検挙者４６６人（前年比－９人）といずれも減少となった。また大麻事犯の検挙者のうち若年層の割合は約７６．６％（前年比－３．６％）と減少したもの
の、依然として高水準で推移しており、更なる若年層に対する大麻乱用防止対策の強化が必要である。

薬物乱用者及び薬物供給者の徹底検挙
若年層に対する大麻乱用防止を中心とした広報啓発活動を継続し、薬物乱用防止対策の強化が必要である。

活動ごとの評価実施時期

薬物乱用者の徹底取締り及び薬物密売組織等供給源の遮断

　令和６年度の年間活動報告

薬物乱用防止講演 警察官

実施場所

県警本部及
び県内各警
察署

違法薬物乱用者及び密売事犯
の検挙
水際対策による薬物密輸事件
の検挙

活動内容

年間を通して県内大学
において薬乱講義を
実施。

講師等

薬物事犯者に対する再乱用防
止に関する指導の実施

連携機関

初犯者に対するリーフ
レット等の配布を実
施。

通年
県警本部及
び県内各警
察署

教材、資材

通年

2



令和６年度活動報告

所属 担当者 吉村　宏 電話番号 092-714-4416 内線（ ）

目標

活動内容

対象者

全体の評価

令和７年度の
取組方針、
改善事項等

種別 人数 共催 協力

令和6年4月
～令和7年3月

学校、地域における薬物乱用
防止、喫煙・飲酒防止、くすり教
育の講演活動

学校、地域

児童、生
徒、保護
者、学校関
係者、地域
市民

学校薬剤師

7月5日
薬物乱用防止啓発街頭キャン
ペーン

福岡大学構内
会員、教職
員、大学生

福岡市薬剤
師会

＜主催＞福
岡市

7月20日
政令指定都市薬剤師会統一薬
物乱用防止キャンペーン

博多駅前 一般市民 薬剤師 福岡市
＜主催＞福
岡市薬剤師
会

7月28日
第75回指定都市学校保健協議
会

札幌市 薬剤師 3人 現地

日本薬剤師
会、文科
省、日本学
校保健会

連携機関
活動ごとの評価

一般社団法人　福岡市薬剤師会

青少年が薬物に関する誤った情報に惑わされず、自ら健康と命を守る判断ができるようにするため、正しい知識の普及と意識の啓発を行う。

福岡市、FM福岡、福岡市薬剤師会の三者主催で継続している「NO DRUG,KNOW DRUGキャンペーン」は、更に連携の輪を広げ市民の薬物乱用防止意
識の向上を目指す。
SNS,WEB配信等を活用し若年層に向けての情報発信を行う。今年度も、特に増加傾向にある｢市販薬の過剰摂取(オーバードーズ)｣｢大麻に関する正し
い情報｣を2つのテーマとして取り組む。
継続開催している「福岡市薬物乱用防止街頭キャンペーン」を大学等で開催し、「政令指定都市薬剤師会統一薬物乱用防止キャンペーン」の継続参加
実施を目指す。学校、地域における講演活動の充実を図り、児童、生徒、学生及び市民の薬物乱用防止意識の向上を目指す。

児童・生徒・学校関係者および一般市民

少年の大麻の乱用は増加傾向にあり、１０代２０代が顕著である。薬物乱用防止の基本は「正しい知識」の普及である。小中学生、高校生だけでなく、
大学生及び社会人に対しても、薬物乱用防止の啓発、特に「大麻」の正しい知識の普及に注力した。「向精神薬」や｢一般用医薬品｣の乱用防止の基本
は「くすりの正しい使い方」であり、薬剤師職能として取り組む

若年層が日常的に利用するSNSや動画配信サービスを通じて、正しい薬物知識と危険性を効果的に伝え、薬物乱用の未然防止につなげるために、予
算配分を含めた施策の検討を行い、効果的な情報提供を実施する。

　令和６年度の年間活動報告

実施時期 活動内容 実施場所
参加者（対象者）

講師等 教材、資材
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NO DRUG,KNOW DRUGキャン
ペーン

・FM福岡から啓発コメ
ント放送
・会員薬局での啓発
活動
・会員薬局、学校、公
民館その他協力団他
での啓発ポスター掲
示
・協力団体で啓発ポ
スターをデジタルサイ
ネージで放映
・啓発ラジオ番組制
作・放送（FM福岡よ
り）

一般市民

NO DRUG，KNOW DRUG啓発
イベント

･三井ショッピング
パーク　ららぽーと
福岡

一般市民

9月8日
NO DRUG,KNOW DRUG　啓発
イベント特別番組

FM福岡ラジオ番組 一般市民 薬剤師

＜主催＞福
岡市、FM福
岡、福岡市
薬剤師会

9月22日～23日 第57回日本薬剤師会学術大会 さいたま市 学校薬剤師 2人
現地・WEB
配信

日本薬剤師
会

10月～11月 各区健康フェア 一般市民 薬剤師
各区保健福
祉センター

10月24日～25日
令和6年度学校環境衛生・薬事
衛生研究協議会

富山市 学校薬剤師 2人 現地
文科省、日
本学校保健
会

11月7日～8日
令和6年度全国学校保健・安全
研究大会

宮崎市 学校薬剤師 6人
現地・WEB
配信

文科省、日
本学校保健
会

11月7日 第74回全国学校薬剤師大会 宮崎市 学校薬剤師 6人
現地・WEB
配信

日本薬剤師
会

1月
「喫煙・飲酒・薬物乱用防止に
関する図画ポスター」優秀作品
の福岡市薬剤師会会長表彰

表彰人数
小学生3名
中学生3名

＜主催＞福
岡市学校保
健会

2月1日
第28回福岡市学校薬剤師研究
大会

福岡市 薬剤師
全会員対

象
福岡市薬剤
師会

SNS等の配信により若
年層に届けることが出
来た。またイベント終
了後においても閲覧数
が増える結果となっ
た。

7月1日～9月1日

＜主催＞福
岡市、FM福
岡、福岡市
薬剤師会

4



令和６年度活動報告

所属 担当者 山村 電話番号 ０９２－７６１－６７９９

目標

活動内容

対象者

全体の評価

令和７年度の
取組方針、
改善事項等

種別 人数 共催 協力

ダルク

マック

ＡＡ

講師等同じ

要件該当者 講師等同じ

要件該当者 講師等同じ
薬物事犯者に対して、
ボイスブリッジプロジェ
クトへの参加を促す。

保護観察対象者
(少年)

通年
ボイスブリッジプロジェクトの
リクルート活動

福岡保護観察所 保護観察対象者
福岡県 ・福岡
市 精 神 保 健
福祉センター

通年
Ｆ－ｃａｎ(少年用大麻プログラ
ム)への動機付け

福岡保護観察所

対象者一人一人に応じた薬物再乱用防止プログラムを実施する。また、当該プログラム終了後を見据えて、本人に必要な支援をアセスメントした上で支援
体制を構築できるよう、地域の支援機関の情報を収集し、対象者や家族に情報提供するなど積極的に働きかけを行う。

　令和６年度の年間活動報告

九 州 大 学 ／
医療機関 ・
福 岡 市 精 神
保健福祉セン
ター

活動内容 実施場所
参加者（対象者）

保護観察対象者等に対し、必要な支援をアセスメントした上で支援体制を構築できるよう、地域の支援機関・団体等の情報を収集し、保護観察対象者等や
家族に情報提供するなど積極的に働きかけを行い、息の長い支援を図る。

保護観察対象者等

実施時期

対象者の身近な支援
者に依存症の理解を
深めさせるとともに、地
域の支援に繋がりやす
いように社会資源を紹
介する。

薬物再乱用防止プログラムの確実な実施及び関係機関との連携強化を図る。

通年 薬物再乱用防止プログラム

年１回／年２回
依存症を理解する研修（動
画）／引受人会（２回）

福岡保護観察所
(飯塚駐在官事務
所含む)

福岡保護観察所

①薬物再乱用防止プログラムについて、大麻事犯者の増加に伴い、新たに大麻用の集団プログラムを開始した。
②地域の支援機関・団体等との連携強化のため、行政機関及び医療機関の職員に当庁のプログラムを見学していただいた。
③薬物依存に係る保護司向けの研修動画を作成し、各保護司会において受講していただいた。

薬物再乱用
防止プログ
ラ ム ワ ー ク
ブック

福岡保護観察所
保 護 観 察 官
及 び 協 力 者
（心理士）

講師等

保護司
引受人

引受人会
各２０名程
度

新たに大麻事犯者の
集団プログラムを開始
した。

福 岡 県 警 少
年サポートセ
ンター

少年の大麻事案に対
して、Ｆ－ｃａｎへの動
機付けを行う。

教材、資材
連携機関

活動ごとの評価

保護観察対象者
１７０名

（実人員）
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令和６年度活動報告

所属 担当者 宮川 電話番号 707-7572 内線（ ）

目標

活動内容

対象者

全体の評価

令和７年度の
取組方針、
改善事項等

種別 人数 共催 協力

電話相談 11,761

教材、資材
連携機関

活動ごとの評価

福岡少年
サポートセ
ンター

児童相談所での面接
の導入や、相談先の
案内等を実施した。

電話による相談対応
こども総合相
談センター

相談員は、
臨床心理
士等の有
資格者等

※このうち、薬物を主訴
とする相談は０件

実施時期 活動内容 実施場所
参加者（対象者）

講師等

通年

　令和６年度の年間活動報告

こども未来局こども総合相談センター

おおむね順調

令和６年度の取り組みを継続する。

福岡市に居住するこどもやその家族等

こどもや子育てに関するさまざまな相談に対して、児童相談所での面接の導入や、相談先の案内等を実施する。

電話による相談対応
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令和６年度活動報告

所属 担当者 中村 電話番号 711-4188 内線（ 1764 ）

目標

活動内容

対象者

全体の評価

令和７年度の
取組方針、
改善事項等

種別 人数 共催 協力

20歳となる者

こども未来局こども健全育成課

薬物乱用防止に係る啓発活動を行うことができた。

令和７年度中に20歳となる者に、薬物乱用防止の啓発を実施する。

令和６年度中に20歳となる者。

実施時期 活動内容 実施場所
参加者（対象者）

講師等 教材、資材
連携機関

活動ごとの評価

1月13日
成人の日記念行事式典の開会
前に、薬物乱用防止動画を上
映し、啓発を行った。

青少年の薬物乱用防止を図る。

イベントの場などを利用し、啓発を実施する。

　令和６年度の年間活動報告

マリンメッセ
福岡A館
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令和６年度活動報告

担当者 坂本 電話番号 645-1121 内線（ 141-470 ）

担当者 鶴賀 電話番号 419-1043 内線（ 142-351 ）

担当者 西岡 電話番号 718-1055 内線（ 143-416 ）

担当者 橋本 電話番号 559-5064 内線（ 144-236 ）

担当者 石松 電話番号 833-4065 内線（ 190-226 ）

担当者 林 電話番号 833-4403 内線（ 145-437 ）

担当者 松本 電話番号 895-7033 内線（ 191-229 ）

種別 人数 共催 協力

参加者（対象者）
講師等

福岡市教育
委員会指導
部安全・安心
推進課主査
池田　武裕

氏

教材、資材
連携機関

活動ごとの評価

東
区

活動内容 実施場所

博多保護区
保護司会・
青少年育成
連合会等

約100

各区企画振興課等（こども未来局こども健全育成課）

東区生涯学習推進課

博多区地域支援課

中央区企画振興課

南区企画振興課

城南区企画振興課

早良区地域支援課

西区企画振興課

実施時期

博
多
区

10月5日
東区少年愛護パトロール員研
修会において、講話と研修を実
施

東区役所別
館301会議室

6月5日

所属

　令和６年度の年間活動報告

啓発物を配布し、広く
啓発活動を行った。

博多区役所
博多区少年

愛護パト
ロール員

博多保護区
保護司会

6月8日

東区少年愛護パトロール員の
研修会において、薬物乱用を
はじめとする少年非行の実態
などについて講話を実施

東区役所別
館301会議室

東警察署
生活安全

課長　平野
大紀氏

博多駅前 －

20

22
少年愛護パトロール員
の青少年非行防止に
対する理解をより深め
た。

7月6日
博多区青少年健全育成・非行
防止キャンペーン

東区青少年
育成連絡協
議会

少年愛護パ
トロール員

21

11月18日
元少年育成指

導官　堀井智帆
氏

博多区少年愛護パトロール員
研修会

少年愛護パ
トロール員

25
東区青少年
育成連絡協
議会

校区青少年
育成連絡協
議会等会長

1

博多署 博多
駅商店連合
会
青少年育成
連合会等

春日・大野城・
那珂川防犯指

導員連絡会　会
長　金子　昌隆

氏

8



中央保護区保護司会

中央区更生保護女性会

福岡保護観察所

中央区役所

南区役所

南警察署

リーフレット
等啓発物

南区保護区保護
司会（主催）

ふれあい城南
運営委員会

区からは、ため蔵くん
着ぐるみも参加し、広
報啓発活動に取り組
んだ。

中
央
区

城
南
区

校区青育団
体、子ども

会育成会関
係者

30

計20人程度
南
区

R7.3.7
南保護区保護司会主催の薬物
乱用防止キャンペーンに協力
し、街頭キャンペーンを行った。

大橋駅西口 －

南保護区保
護司会

7月
「社会を明るくする運動」中央区
大会

中央市民セ
ンター

水谷　修氏市民 450

青育連等 26

7月12日

薬物乱用防止を含む、青少年
非行状況を報告するとともに、
厚労省・こども家庭長作成の啓
発物の配布を行った。

城南区役所
大会議室

－

子どもたちの非行防止や薬
物乱用防止などに取り組む
水谷氏より、子どもたちが
今直面している問題につい
ての講演を実施。

2月 青少年指導者研修 中央区役所

福岡少年
サポート
センター

 金田律子氏

薬物乱用防止につい
ての講演を実施。

啓発物を配布し、広く
啓発活動を行った。

11月10日

「ふれあい城南フェスティバル」
の会場において、薬物乱用防
止にかかる啓発物の配布を
行った。

福岡大学 －
啓発物を配布し、広く
啓発活動を行った。

小中学生、
保護者、地
域住民等の

来場者

約3200

リーフレット
等啓発物

啓発物
保健医療
局

南警察署
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啓発物

早良警察
署

早良区少年
愛護パト
ロール員

第１回：27名
第２回：41名

2月20日
早良区青少年育成連絡協議会
（全体会）において、薬物乱用
防止の啓発物を配布。

早良市民
センター

－
早
良
区

６月25日
および

11月26日

早良区少年愛護パトロール員
研修会において、少年非行の
実態などについて講演等を実
施。

早良市民
センター

早良区役所

早良警察署
生活安全課
係長、早良
区非行防止
対策推進員

少年愛護パトロール員
の少年非行に対する
理解を深めることがで
きた。

2月23日

青少年を対象としたイベント
「早良区ゆめ未来フェスタ」に
おいて、来場者へ啓発物を配
布。

早良体育館 －
啓発物の配布により、
広く啓発活動を行うこ
とができた。

5月

西区少年愛護員研修会におい
て、薬物乱用をはじめとする少
年非行の実態などについて講
話を行った。

西区役所
会議室

福岡少年
サポート
センター

 金田律子氏

7月

青少年の非行・被害防止強調
月間に合わせ、各校区でキャン
ペーングッズを活用(公民館に
グッズを設置し自由に持ち帰っ
てもらう等)し啓発活動を行っ
た。

各校区 －
西
区

西区少年愛
護員・西区
青少年育成
連絡会委員

15

中学生
保護者等

約300 啓発物
保健医療
局

保健医療
局

早良区青少
年育成連絡
協議会委員

11月～1月

子ども・若者育成支援強調月
間に合わせ、各校区で街頭
キャンペーンを実施、キャン
ペーングッズの配布を行った。

各校区 市民
約5,000

(啓発物資
配布数)

西区青少
年育成連
絡会

市民
約3,000

(啓発物資
配布数)

啓発物資
西区青少年
育成連絡会

－

24

啓発物資
西区青少年
育成連絡会

青少年育成連絡協議
会委員に、薬物乱用
防止についての意識
を啓発することができ
た。
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令和６年度活動報告

所属 担当者 髙橋　健二 電話番号 711-4639 内線（ 3722 ）

目標

活動内容

対象者

全体の評価

令和７年度の
取組方針、
改善事項等

種別 人数 共催 協力

小学校 146校
中学校 71校
高校 ４校

小学校 146校
中学校 71校
高校 ４校

教職員 229

教職員 市立学校職員

・喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育指導者研修会の開催
・各学校における喫煙・飲酒・薬物乱用防止教室の実施
・全小中学校における健康教育年間指導計画の作成と教育指導計画の位置づけ

　令和６年度の年間活動報告

５～３月
各学校における喫煙・飲酒・薬
物乱用防止教室

学校薬剤
師、少年サ
ポートセン
ター等

全校実施

専門的な内容で各校
の防止教育が推進で
きる内容で実施

教材、資材
連携機関

活動ごとの評価

６月
各学校における喫煙・飲酒・薬
物乱用防止教室の実施状況調
査

福岡市教育委員会　指導部　中学校教育課

・「第５次薬物乱用防止五か年戦略」を受けて、喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育の組織的・計画的な推進を図る。
・指導者研修会（各校１名悉皆）は、大学准教授（医師）の講話や、県の薬務課より大麻乱用防止対策についての説明を計画。
・教科及び生徒指導との連携を図る、喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育の計画。

・喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育指導者研修会の開催
・各学校における喫煙・飲酒・薬物乱用防止教室の実施
・全小中学校における健康教育年間指導計画の作成と教育指導計画の位置づけ

市内の小学生、中学生、高校生及び教職員

実施時期 活動内容 実施場所
参加者（対象者）

講師等

・「第５次薬物乱用防止五か年戦略」を受けて、喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育の組織的・計画的な推進を図る。
・指導者研修会（各校１名悉皆）は、大学准教授（医師）の講話や、県の薬務課より大麻乱用防止対策についての説明を計画。
・教科及び生徒指導との連携を図る、喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育の計画。

６月～１１月
各学校における喫煙・飲酒・薬
物乱用防止教育研修会

学校薬剤
師、少年サ
ポートセン
ター、学校管
理職等

各学校の実態に応じた
内容の充実

全校作成・提出

6月12日
喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育
指導者研修会

九州大学准
教授眞崎義憲
薬務課
主任技師
平井　祥一氏
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令和６年度活動報告

所属 担当者 山中 電話番号 711-4054 内線（ 1772 ）

目標

活動内容

対象者

全体の評価

令和７年度の
取組方針、
改善事項等

種別 人数 共催 協力

大学生及び
専門学生等

-
パワーポイ
ント、DVD
等

大学生 23校 メール送信 各大学

市民に対する違法薬物乱用防止啓発活動の推進

防犯の出前講座や新大学生防犯強化月間等において薬物乱用防止の啓発を行う。

　令和６年度の年間活動報告

4月～5月
新大学生防犯強化月間での啓
発

福岡市内大
学

-
薬物乱用やオーバー
ドーズについて啓発を
行う。

福岡市内
生活安全
専門員

教材、資材
連携機関

活動ごとの評価

通年 出前講座
危険ドラッグの危険性
及び後遺症等の啓発
を行う。

市民局防犯・交通安全課

市民に対する違法薬物乱用防止啓発活動の推進の実施を行った

引き続き防犯の出前講座や新大学生防犯強化月間等において薬物乱用防止の啓発を行う。

市民

実施時期 活動内容 実施場所
参加者（対象者）

講師等
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令和６年度活動報告

所属 担当者 田中 電話番号 711-4377 内線（ 199-612 ）

目標

活動内容

対象者

全体の評価

令和７年度の
取組方針、
改善事項等

種別 人数 共催 協力

窓口 0

電話 1

薬物に関する問題を抱える当事者とその家族等に対する相談を実施し支援する。

相談業務（窓口、電話）

　令和６年度の年間活動報告

各区健康
課、精神保
健・難病対策
課

保健師、精
神保健福
祉士、精神
保健福祉
職員

教材、資材
連携機関

活動ごとの評価

通年 薬物に関する相談業務

相談件数は減少し、中
央区健康課での1件の
み。

各区健康課、精神保健・難病対策課

相談件数は1件と、前年度に比べ大幅に減少した。依存に関する本人からの相談に対し助言を行った。

引き続き窓口・電話での相談対応を行い、薬物乱用防止を推進していく。

薬物依存等の問題を抱える当事者とその家族

実施時期 活動内容 実施場所
参加者（対象者）

講師等
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令和６年度活動報告

所属 担当者 山田・渡辺 電話番号 737-8825 内線（ 192-6620 ）

目標

活動内容

対象者

全体の評価

令和７年度の
取組方針、
改善事項等

種別 人数 共催 協力

電話 53

面接 19

家族 45 ワークブック

当事者 40 ワークブック

支援機関 66

９月、２月 依存症支援者連携会議
市民福祉プ
ラザ

-

活発な意見交換が行わ
れ、課題や連携の必要性
などの共通理解が深まっ
た。

コロナ前の水準に比べて
相談件数は減少している
が、前年度よりはわずかに
増加した。

通年
薬物依存症者回復支援プログ
ラム

あいれふ
精神保健福
祉センター
職員など

保健医療局精神保健福祉センター

・薬物依存に関する相談件数は、新型コロナウイルス蔓延と同時に以前の約1/2～1/3程度に減少しており、行動自粛要請解除後も低い水準を維持
している。令和6年度は前年度よりもわずかに相談件数が増えており、前年度よりも多くの市民に必要な支援等に関する情報を提供することができ
た。
・教室やプログラムについては、参加者が少なかったため年度後半から病院等を回り広報に力を入れている。今後の参加者の状況を見て引き続き対
応を検討していく。

・専門電話相談の頻度を令和6年度12月から増やしており、これを維持する。また、当センターの出前講座として依存症のテーマを新設することを検
討する。
・教室やプログラムについては、現状や運営体制を分析し、今後の対応を検討していく。

薬物依存症当事者・家族、市民、行政・医療・保健・福祉・司法関係者等で薬物依存問題に関わる職員

実施時期 活動内容 実施場所
参加者（対象者）

講師等

薬物依存問題に関して、幅広い関係機関との連携や市民への情報発信に努め、依存症について広く市民の理解を得る。

参加者が少なかったため、
年度後半から市内の病院
や関係機関等を回り広報
活動に力を入れている。

教材、資材
連携機関

活動ごとの評価

通年

・依存症専門電話相談
　火・木、第1・3水　10時～13時
・依存症専門医師面接相談
　月１回（予約制）

薬物依存問題に関する相談、依存問題で悩む家族のための教室、薬物依存者回復支援プログラム、依存症支援者連携会議

　令和６年度の年間活動報告

通年
依存問題（アルコール・薬物等）
で悩む家族のための教室

あいれふ
精神保健福
祉センター
職員など

薬物依存で悩む家族の参
加が減ったため、年度後半
から市内の病院や関係機
関等を回り広報活動に力
を入れている。

精神保健福
祉センター

精神科医
臨床心理士
精神保健福
祉士
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令和６年度活動報告

所属 担当者 嶋田 電話番号 791-7263 内線（ 199-922 ）

目標

活動内容

対象者

全体の評価

令和７年度の
取組方針、
改善事項等

種別 人数 共催 協力

不正大麻・けしの啓発

不正けしの抜去

大学・
短期大学

オーバードーズに関す
る基礎データの収集の
ため、アンケート調査
を行った。

各衛生課
他

市内に自生していた
9,099株を除去した。

6月～9月
市販薬のオーバードーズに関
するアンケートの実施

市民
（主に学生）

市内大学・
協議会幹
事等

市民局
市内大学・
短期大学

福岡市内に所在する
大学及び短期大学の
新入生に対し薬物に
関する啓発を行った。

5月～6月
各衛生課

市内各地域
市民

学校へのリーフレット配付によ
る啓発

4～5月

学内LANによる啓発メールの送
信
（新大学生防犯強化月間での
啓発）

リーフレット

大学・
短期大学

新入学・新学期の時期
に各学校で啓発の機
会を設けた。

関係部署や地域住民との連携を図り、薬物乱用防止啓発をより充実させる。
若年層に対し大麻等の危険性について重点的に啓発を行う。

薬物乱用防止啓発キャンペーンイベント等により広く市民への啓発を行うほか、昨年度から引き続き若年層への啓発を重点目標とし、大学関係
者等との連携のもと、学生への啓発を行う。

　令和６年度の年間活動報告

教材、資材
連携機関

活動ごとの評価

4月

保健医療局保健所地域衛生部医薬務・衛生推進課

関係者等との連携のもと、「ダメ。ゼッタイ。」普及運動街頭キャンペーンやNO DRUG、KNOW DRUGキャンペーン等により、広く市民へ啓発を実
施した。
大学へのリーフレット配布や学内LANによる啓発メールの送信により、若年層への啓発を行った。

引き続き、関係部署や地域住民との連携を図り、薬物乱用防止啓発をより充実させるとともに、若年層に対して重点的に啓発を行う。
また、オーバードーズに関する相談窓口の周知等、SNSを活用した啓発を行う。

市民

実施時期 活動内容 実施場所
参加者（対象者）

講師等
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リーフレット
等

主催）市薬
剤師会

動画
ポスター
啓発資材
ホームペー
ジ

ラジオ

政令指定都市薬剤師会統一薬
物乱用防止キャンペーン

市民

広報啓発の充実を
図った。

7月

通年

・区役所等でのデジタルサイ
ネージの放映
・薬物乱用防止啓発ポスターの
配付、掲示
・学校や関係課への啓発資材
の提供
・薬物乱用防止啓発ホーム
ページ

本市庁舎内
他

市民

市内の大学において、
大学生に向けた啓発
資材の配布を行った。

多くの関係団体の協
賛・協力や参加を得
て、さらにメディアによ
る広報を活用し、広く
市民に効果的な啓発
を行った。

資材500部を配布
 した。

ティッシュ、
リーフレット

市薬剤師
会、FM福
岡

キャンペーン期
間7月～8月

薬物乱用防止啓発
NO DRUG、KNOW DRUGキャン
ペーン

市民、学生
等

市内大学、
県警察、福
岡県等

6月～7月
「ダメ。ゼッタイ。」普及運動
街頭キャンペーン

市民
（主に学生）

市薬剤師
会、保護司
会、該当区
衛生課、大
学生
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2026年1月13日16:00-17:30
福岡市薬物乱用防止対策推進協議会

1

1

16号館(2005年3月)
17号館(2009年3月)

「大麻とODの最新情報から
薬物乱用防止を考える！」

三島 健一 福岡大学薬学部
薬学教育学,生体機能制御学

福岡市薬物乱用防止対策推進協議会
令和8年1月13日(火)16:00～17:30
あいれふ7階第2研修室

福岡大学
9学部約2.5万人

ﾍﾟｲﾍﾟｲﾄﾞｰﾑ

CBN

CBG

ｶﾝﾅﾋﾞﾉｲﾄﾞとは,大麻草(Cannabis sativa,ｶﾝﾅﾋﾞｽ・ｻﾃｨﾊﾞ)
2

Pertwee,R.G.(ed),The Handbook of Cannabis,Oxford Univ.Press,2014, Nature,525,S2,2015改変

大麻草

545
化合物

441化合物
ﾃﾙﾍﾟﾝ類
ﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄﾞ類
ｱﾙｶﾛｲﾄﾞ類
脂肪酸
ｱﾐﾉ酸など

104化合物
ｶﾝﾅﾋﾞﾉｲﾄﾞ類
構造:C,H,O
21個の炭素
10ｻﾌﾞｸﾗｽ
Cannabis sativa

ﾃﾙﾍﾟﾝ類:ｲｿﾌﾟﾚﾝ

ｶﾝﾅﾋﾞﾉｲﾄﾞ類(10ｻﾌﾞｸﾗｽ)
(2)Δ8-THC
(2)Cannabinodiol(CBND)
(3)Cannabicyclol(CBL)
(5)Cannabielsoin(CBE)
(8)Cannabidiol(CBD)
(8)Cannabichromene(CBC)
(9)Cannabitriol(CBT)
(10)Cannabinol(CBN)
(17)Cammabigerol(CBG)

(18)Δ9-THC

(22)未分類

β-caryophyllene
(β-CPH) 

CBDTHC

大麻草中の多彩な成分:545化合物
ｶﾝﾅﾋﾞﾉｲﾄﾞ(104化合物)：
21個炭素C,水素H,酸素O
その他(441化合物) 

ﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄﾞ

ｶﾝﾅﾋﾞﾉｲﾄﾞ(cannabinoid,CB1,CB2)受容体の分布

3

CB1受容体
脳/中枢神経/脊髄
大脳新皮質,梨状皮質,海馬,扁桃体
小脳,脳幹,
大脳基底核:淡蒼球,黒質
嗅球
視床,視床下部
下垂体

甲状腺

上気道

肝臓:ｸｯﾊﾟｰ細胞,
肝細胞,肝星細胞

腎臓

精巣:生殖腺,
ﾗｲﾃﾞｯﾋ細胞,精細胞

前立腺:上皮細胞,平滑筋細胞

卵巣:生殖腺
子宮:子宮層

CB2受容体とCB1受容体
眼:網膜色素上皮細胞(CB1,CB2)

心臓(CB1,CB2)

胃(CB1,CB2)
膵臓(CB1,CB2)

消化管(CB1,CB2)

骨(CB1,CB2)

ﾘﾝﾊﾟ系・免疫系ｼｽﾃﾑ
脾臓(CB2)
胸腺(CB2)
扁桃腺(CB2)
血液:ﾘﾝﾊﾟ球(CB2)

皮膚:角化細胞(CB2)

薬物事犯検挙状況の推移（平成14～令和6年）

＜高い再犯率＞
66.6%

＜高い初犯率＞
72.8%

4大麻の疫学的特性

令和6年の薬物・銃器情勢（警察庁刑事局組織犯罪対策部薬物銃器対策課）R7/4月改変
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2026年1月13日16:00-17:30
福岡市薬物乱用防止対策推進協議会

2

ｻｲﾊﾞｰ空間における大麻の実態調査
5

Google Trends, 
Yahoo! DS.INSIGHT
X（旧Twitter）

【現実世界】
ｱﾝｹｰﾄ調査

【サイバー空間】
興味・延べ数

時間的制約なし
グローバルな取引

ネットショッピング感覚
心理的・物理的ハードル低下

技術的匿名性
犯罪取締のハードルの上昇

人間との接触が不可欠

人間関係に依存する

地理的な制約が強い

サイバー空間における大麻の情報探索行動解析
6
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2019-2024年における日本のX（旧Twitter）を使った検索数の推移
Google検索とYahoo検索を用いた大麻解析では増えていない
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各年毎の “野菜AND手押し“の同一検索者の頻度の高い検索
↓
テレグラム
匿名性の高いメッセージアプリケーション。「ﾙﾌｨｰ強盗事件(ﾌｨﾘﾋﾟﾝ)」

牛尾聡一郎ら,第33回医療薬学会,2023/11/3-5,仙台

8

昔の大麻とは“中身”がまったく違う

大麻草の主成分THC濃度の上昇（3%から15%以上）
大麻由来製品の多様化

（食品から化粧品、医薬品など,品質）
摂取方法の多様化（経口、貼付など）
半合成カンナビノイドの登場(新・危険ﾄﾞﾗｯｸﾞ)

↓
大麻使用障害の増加
大量摂取による急性中毒（子供・ペット）
受動喫煙（子供）
新たな疾患の登場：カンナビノイド嘔吐症候群

(Cannabinoid hyperemesis syndrome,CHS)
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大麻草中のTHC濃度の上昇(約4倍上昇 2022vs1995,米国)
米国市場：THC>15%,約80%*,**
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NIH/Research Data, Measures, & Resources/Surveillance/Cannabis Potency Data/July 16, 2024
Source: Potency Monitoring Program, NIDA Contract Number: N01DA-15-7793, Cannabis Potency Data | National Institute on Drug Abuse (NIDA) (nih.gov)
日本(11.2%;0.2-22.6%), Tsumura Y et. Al Forensic Science International 221 (2012) 77–83
*Catherine M. et al., PLOS ONE, 2020.3.26. PMID: 32214334, PMCID: PMC7098613, DOI: 10.1371/journal.pone.0230167
**Schwabe AL. et al.,PLOS ONE,2023.4.12. 18(4):e0282396. PMID: 37043421, doi: 10.1371/journal.pone.0282396.(ﾗﾍﾞﾙの不適切表示)

シンセミラ
(SINSEMILLA)
「種なし」,雌株

2009年ｺﾛﾗﾄﾞ州医療大麻合法化
2013年ｺﾛﾗﾄﾞ州大麻完全合法化

栽培技術の向上

CBD(%) 0.28%     0.52%     0.49%     0.28%     0.18%      0.71% 0.12%

形が変わる大麻関連製品
摂取方法で大麻成分の作用(効果,持続時間など)が異なる

10

1．乾燥大麻,植物片：
ﾏﾘﾌｧﾅ(marijuana),ｳｨｰﾄﾞ(weed),ﾍﾝﾌﾟ,ｼﾞｮｲﾝﾄ

2．大麻樹脂：ﾊｯｼｭ,ﾁｬﾗｽ
3．大麻ﾜｯｸｽ：濃縮大麻,粘性の黄色
4．液状大麻,大麻ﾘｷｯﾄﾞ
電子たばこｶｰﾄﾘｯｼﾞ入りの大麻濃縮液
濃縮大麻,ﾊｯｼｭｵｲﾙ,ﾊﾆｰｵｲﾙ

5．食品の形状:ﾁｭｺ, ｶﾞﾑ,ｸｯｷｰ,ｸﾞﾐ,ｹｰｷ,ﾌﾞﾗｳﾆｰ,ﾊﾞﾀｰ,ｱﾙｺｰﾙなど
6．化粧品,ｸﾘｰﾑ,ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄなど
7．混入大麻:PCP,ﾍﾛｲﾝの混入したもの
8．危険ﾄﾞﾗｯｸ:THC類似体の混入（JWH-018,HU-210など）
半合成ｶﾝﾅﾋﾞﾉｲﾄﾞ(THCH,THCP,HHC,THC-O,HHC-O,THC-OAc etc)

令和5年3月以降、新たに指定された2物質(Δ9-THCH,Δ8-THCH)を含むことが疑われる物品を摂
取したとされた後に救急搬送された事例が少なくとも全国で9件報告(2023/8/4,指定薬物へ)

なぜ吸引が好まれるのか? 
大麻草吸引後の血中THCおよび代謝物濃度

11
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6例の各個人のTHC濃度
吸入の仕方depthと吸入時間duration
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THCおよび代謝物濃度(6例)
８回(↓)の吸い込む

大麻草(3.55%THC含有,35.5mg/1g,17.8mg/0.5g)

分

生体内でのTHCの代謝経路
12

11-OH-Δ9-THC
(精神作用あり≧THC,

3－7倍)

11-nor-Δ9-tetrahydrocannabinol
-9-carboxilyc acid

(喫煙後8-14時間がﾋﾟｰｸ
尿中消失半減期2-3日)

THCCOOH

大麻樹脂
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抱合体
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尿へ

大麻,光と闇 p310,山本郁男,京都廣川書店

CYP(Cytochrome P450)：薬物代謝酵素で最も重要なチトクロームP450。CYPの分子種は数十種類存在する。そのため,CYPの分子種別
に薬物相互作用ﾒｶﾆｽﾞﾑが存在する。主要なisoformとしてCYP3A4,CYP2D6,CYP2C19,CYP2C9,CYP1A2など
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薬物動態学的特性
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THC吸引と経口投与後の血中THCおよび代謝物の変化
13
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34 mg THCの吸引
THC>THCCOOH>11-OH-THC

15 mg THC(dronabinol)の経口
THCCOOH>11-OH-THC>THC

Grotenhermen F, Pharmacokinetics and Pharmacodynamics of Cannabinoids,  Clin Pharamcokinet, 42(4),327-360, 2003
35．Huestis MA, Henningfield JE, Cone EJ. Blood cannabinoids: I. absorption of THC and formation of 11-OH-THC and THCCOOH during and after smoking marijuana. 

J Anal Toxicol 1992; 16(5): 276–82

46．Frytak S, Moertel CG, Rubin J. Metabolic studies of delta-9-tet-rahydrocannabinol in cancer patients. Cancer Treat Rep 1984; 68(12): 1427–31

Fig. 5. Mean plasma concentrations of Δ9-tetrahydrocannabinol 

(THC), 11-hydroxy-THC (11-OH-THC) and 11-nor-9-carboxy-

THC (THC-COOH) of six subjects during and after smoking a 

cannabis cigarette containing about 34mg of THC.[35]

Fig. 6. Mean plasma concentrations of Δ9-tetrahydrocannabinol (THC), 11-hydroxy-THC 

(11-OH-THC) and 11-nor-9-carboxy-THC (THC-COOH) of six cancer patients after 

ingestion of one oral dose of THC 15mg (estimated from single graphs for each patient of 

Frytak et al.,[46] with permission). The plasma courses of THC showed considerable 

interindividual variation (see figure 8 for the individual courses of THC plasma 

concentrations of three patients).

CYP2C9
代謝酵素の影響が大

THC
11-OH-THC

THC
11-OH-THC

大麻の摂取方法と動態学的特徴

摂取方法 吸引(喫煙) 飲食(ｴﾃﾞｨﾌﾞﾙ,edible),飲酒

例
ｼﾞｮｲﾝﾄ(紙巻ﾀﾊﾞｺ), ﾊﾟｲﾌﾟ,ｷｾﾙ,
特殊な水ﾊﾟｲﾌﾟ装置(ｳﾞｪﾎﾟﾗｲｻﾞｰ)

ｶﾞﾑ,ｸｯｷｰ,ﾁｭｺﾚｰﾄ,ｹｰｷ,ﾋﾟｻﾞ,
ｱｲｽｸﾘｰﾑ,菓子,ｸﾞﾐ,ﾋﾞｰﾙ,ｱﾙｺｰﾙ

摂取しやすさ 簡便 より簡便

即効性 早い 遅い

最高血中濃度到達時間 6-10分 1-5時間

持続時間 短い(2-4時間) 長い(4-8時間)

摂取量の調製 しやすい しにくい(過剰摂取)

その他 有害なﾀｰﾙ,電子ﾀﾊﾞｺ 中毒へ(11-OH-THC)

生体利用率(範囲)* 10-27%(2-56%) 6-10%(2-14%)

THC最大血漿濃度(投与量)** 33-162ng/mL(10-33.8mg) 3-14.5ng/mL(15-3x15mg)

性差 男性＞女性 男性＜女性

14

Grotenhermen F. Pharmacokinetics and pharmacodynamics of cannabinoids. *TableⅢ,**TableⅣ改変
Clin Pharmacokinet. 2003;42(4):327-60. doi: 10.2165/00003088-200342040-00003.PMID: 12648025

*Huestis MA, Chemistry & Biodiversity, 4,1770-1804,2007

乱用薬物の検出可能期間(検査キット)
大麻は貯留性のため、長期間の検出力を示す。

https://www.businessinsider.com/How Long Various Drugs Stay in Your Body (businessinsider.com),DRUGS ie;Mayo Clinic改変

15

乱用薬物 血液(時間) 尿(日) 毛髪(日)

LSD 3hrs 3days 3days

ｱﾙｺｰﾙ 12hrs 5days 90days 

ｱﾝﾌｪﾀﾐﾝ(覚醒剤) 12hrs 3days 90days

ﾊﾞﾙﾋﾞﾂﾚｰﾄ(麻酔薬) 48hrs 4days 90days

ｺｶｲﾝ 48hrs 4days 90days

大麻(THCCOOH) 336hrs/14days 30days 90days

Heroin 12hrs 4days 90days

ﾍﾛｲﾝ 48hrs 4days 90days

ﾒﾀﾝﾌｪﾀﾐﾝ(覚醒剤) 37hrs 6days 90days

ﾓﾙﾋﾈ 8hrs 6days 90days

大麻は依存形成速度が速い
ﾆｺﾁﾝ,ｱﾙｺｰﾙ,大麻,ｺｶｲﾝによる依存の比較(2004-2005 Wave2 NESARC)

大麻 ﾆｺﾁﾝ ｱﾙｺｰﾙ ｺｶｲﾝ

対象者 7,389人 15,918人 28,907人 2,259人

依存率
8.9%

13%(10-15%)* 67.5% 22.7% 20.9%

形成速度
50%依存率形成年数

5年 27年 １３．５年 4年

OH

CH3
CH3

H3C

H

H

O

CH3

C2H5OH
米国の大麻依存症

1 in 10人

Lopez-Quintero C et al., Drug Alcohol Depend. 2011;115(1-2):120-30, Probability and predictors of transition from first use to dependence 
on nicotine, alcohol, cannabis, and cocaine: results of the National Epidemiologic Survey on Alcohol and Related Conditions (NESARC).改変
*Leung J et al.,What is the prevalence and risk of cannabis use disorders among people who use cannabis? a systematic review and meta-
analysis.,Addict Behav. 2020 Oct;109:106479. doi: 10.1016/j.addbeh.2020.106479. Epub 2020 May 20.PMID: 32485547 Review.
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ﾆｭｰﾖｰｸ市での救急搬送された乳幼児(0-3歳,尿)の大麻による受動喫煙
Overall THCCOOH(-) THCCOOH(+) P値

患者数 53 42 11

男子
女子

30(56.6%)
23(43.4%)

22(25.3%)
20(47.6%)

8(72.7%)
3(27.3%)

0.3126

年齢＜12カ月
年齢≧12カ月

35(66.0%)
18(34.0%)

29(69.0%)
13(31.0%)

6(54.5%)
5(45.5%)

0.4781

Black
Not black

17(32.1%)
36(67.9%)

9(21.4%)
33(78.6%)

8(72.7%)
3(27.3%)

0.0025

住民が大麻喫煙者か Yes
(ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰも含む) No

8(15.1%)
45(84.9%)

6(14.3%)
36(85.7%)

2(18.2%)
9(81.8%)

0.6652

住民がﾀﾊﾞｺ喫煙者か Yes
(ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰも含む) No

16(30.2%)
37(69.8%)

10(23.8%)
32(76.2%)

6(54.5%)
5(45.5%)

0.0683

51 40 11

cotinine≧2.0ng/mL
cotinine＜2.0ng/mL

15(29.4%)
36(70.6%)

8(20.0%)
32(80.0%)

7(63.6%)
4(36.4%)

0.007

46 35 11

住居が喫煙禁止
住居が喫煙許可

23
23

20(57.1%)
15(42.9%)

3(27.3%)
8(72.7%)

0.1653

ｺﾁﾆﾝ(cotinine)：ﾀﾊﾞｺ
属に含まれるｱﾙｶﾛｲﾄﾞで
ﾆｺﾁﾝ代謝物(半減期:30
時間以上)

Sangmo L et al.,Secondhand marijuana exposure in a convenience sample of young children in New York City, Pediatric Research (2021) 89:905–910
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「オーバードーズ」「OD」って何？
18

かぜ薬や咳止め薬などを、かぜや咳の症状を抑えるためではなく、感覚や気
持ちに変化を起こすために大量に服用することを指して、「オーバードーズ
する」「ＯＤする」などと言われている。

・10代の乱用の一位,女性が多い,60人に1人
・「生きづらさ」を抱える若者の増加→「気持ちを変えたい」

苦痛が一時的に緩和できる(快楽目的ではない)
孤独（自分一人で抱え込んでいる）
ﾘｽﾄｶｯﾄ,消えてしまいたい,死にたい,手のかからない「よい子」

・SNSの発展
・ドラッグストア店舗数の拡大
・濫用等のおそれのある医薬品
ｺﾃﾞｲﾝ,ｼﾞﾋﾄﾞﾛｺﾃﾞｲﾝﾘﾝ酸塩,
ﾃﾞｷｽﾄﾛﾒﾄﾙﾌｧﾝ,
ﾌﾞﾛﾑﾜﾚﾘﾙ尿素,
ｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ,
ｴﾌｪﾄﾞﾘﾝ,ﾌﾟｿｲﾄﾞｴﾌｪﾄﾞﾘﾝ,dl-ﾒﾁﾙｴﾌｪﾄﾞﾘﾝ,ｿﾞﾙﾋﾟﾃﾞﾑ

日本国内の“オーバードーズ”での検索数の推移
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（A）Google Trends （B）Yahoo! JAPAN
を基にした推定検索人数

2020/1月 2021/1月 2022/1月 2023/1月 10月 2020/1月 2021/1月 2022/1月 2023/1月 10月

2020年から2023年までの「オーバードーズ」の月別検索数
（最も検索数の多かった月を100としたときの相対数）

日本国内の“オーバードーズ”での検索数の推移：性差について
20

Eguchi M, Ushio S, Esumi S, Eguchi Y, Hayashi T, Kitamura T, Mishima K, Egawa T. Overdose-Related Trends in Online Search Behavior in Japan: 

Analysis Using Infodemiological Methods. J Med Internet Res. 2025 Aug 6;27:e73794. doi: 10.2196/73794. PMID: 40768765; PMCID: PMC12327905.
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“オーバードーズ“検索前後での検索内容の違い
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自殺 首つり

死にたい 楽な方法

楽な死に方
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ころしてほしい 依頼

自傷行為 やめられない

生きていられない

重複ボリューム（人）

120
8

190
43

前 後

デ ー タ：ヤフー・データソリューション DS.INSIGHT
期 間：2023年1-12月
抽出条件：重複ボリューム100人以上

：自傷・自殺関連の用語

大麻とｵｰﾊﾞｰﾄﾞｰｽﾞODについて

22

共通

・サイバー空間では隠語を用いた取引の秘匿化が拡大している

・問題に直面した場合の相談窓口は知らない

大麻

・昔の大麻とは“中身”がまったく違う

・米国等で大麻使用障害の罹患者が増加している

オーバードーズ

・OD行為の背景(性差等)に精神的ストレスや心理的問題がある
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